
積立金繰越申請の考え方

利益処分
＝全て積立金として処理

積立金繰越処理

（内訳）
　　繰越積立金の使途

前中期目標等期間
繰越積立金

（目的積立金相当額） 422百万円
422百万円 ・CAD・GIS更新 171百万円

経営努力による剰余金 ・その他備品整備費 51百万円
72百万円 ・LED化  200百万円

積立金
4,620百万円

積立金相当 前中期目標等期間 　２．減価償却費
資産見返負債分 繰越積立金 3,439百万円

令和5年度 3,267百万円 （積立金相当額）
当期総利益 3,439百万円

4,270百万円 現金の裏付がない利益
積立金相当

R5固定資産取得分

172百万円

運営費交付金債務残 納付金
退職手当未執行額 （県へ返還）

616百万円 759百万円 　県への納付金
特定経費未執行残

143百万円

令和5年度決算

平成29年度～令和4年度
目的積立金
350百万円

　１． 教育研究の質の向上、組織運営の改善
　　および施設等の整備
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